
令和６年度佐久市人権同和教育推進協議会次第（案） 
 

 

日時：令和６年６月５日（水） 

午前１０時～１１時３０分 

場所：佐久市役所 南棟３階会議室 

 

 

1 開  会           （10：00～10：03） 

 

 

2 教育長あいさつ     （10：03～10：0８） 

 

 

３ 自己紹介          （10：0８～10：３0） 

  

 

４ 会長・副会長選出     （10：３0～10：３５） 

 

 

５ 会長あいさつ 

 

 

６ 会議事項        （10：３５～11：２８） 

 

（１）令和５年度 人権同和教育事業報告について （５分） 

                          

（２）令和６年度 人権同和教育事業計画について （５分） 

                                

（３）「長野県水平社創立１００年」DVD視聴    （２７分） 

 

（４）その他（研修会等案内）               （５分） 

  

                 

７ 閉  会      （11：２８～11：３０） 



名
ふ　　　り　　が　　な

　　　前 所　　　　属　　　　等 備考

1
原
はら

　英正
ひでまさ

識見を有する者

2
小林
こばやし

　光男
み つ お

行政機関及びその関係団体の代表者

3
磯貝
いそがい

　修
おさむ

行政機関及びその関係団体の代表者

4
小澤
お ざ わ

　酉
とり

代
よ
教育機関及びその関係団体の代表者

5
柳澤
やなぎさわ

　礼子
れ い こ

教育機関及びその関係団体の代表者

6
白鳥
しらとり

　貴文
よしふみ

教育機関及びその関係団体の代表者

7
堀籠
ほりごめ

　英和
ひでかず

教育機関及びその関係団体の代表者

8
下島
しもじま

　浩伸
ひろのぶ

教育機関及びその関係団体の代表者

9
山浦
やまうら

　励
れい

一
いち

識見を有する者

10
重野
し げ の

　吉
よし

祥
あき

行政機関及びその関係団体の代表者

11
竹重
たけしげ

　知幸
ともゆき

識見を有する者

12
木内
き う ち

　朋華
と も か

識見を有する者

13
土屋
つ ち や

　正
ただし

行政機関及びその関係団体の代表者

14
小池
こいけ

　竜
たつ

昇
のり

教育機関及びその関係団体の代表者

15
奥村
おくむら

　繁子
し げ こ

教育機関及びその関係団体の代表者

16
松井
ま つ い

　朋
とも

憲
のり

教育機関及びその関係団体の代表者

17
宮原
みやはら

　秀
ひで

敏
とし

識見を有する者

18
橋本
はしもと

　輝
てる

己
み
識見を有する者

19
岡本
おかもと

　佳久
よしひさ

識見を有する者

佐久市人権同和教育推進協議会委員名簿【ＨＰ用】

任期：令和５年１１月１日から令和７年１０月３１日まで



１　就学前における人権同和教育

事業内容 実施期間 実施場所 対象 参加者等
前年度
実績

ア　保育所等の保護者・保育士等を対象
に研修会を開催。

9月8日～3日間 配信
保護者・保育
士等

8人 開催なし

２　学校における人権同和教育

事業内容 実施期間 実施場所 対象 参加者等
前年度
実績

ア　学校教育計画の中に人権同和教育を
明確に位置づけ、人権同和教育推進のた
め、学事職員会を通じ各学校に委託料を
支出し研修会等を実施。

年間計画に基づき実
施

各小・中学校
小・中学校教
職員

437人 460人

ア　各学校との連携を保ち推進体制の強
化を図る。
イ　地域及び児童・生徒の実態に即した
人権同和教育推進のあり方について研
究。
ウ　学事職員会を通じ各学校に委託料を
支出し、人権同和教育研究事業等を実施
し、実践資料等を作成。

年間 学事職員会
小・中学校教
職員

2,576人 2,924人

ア　小学1・3・5年生、中学1年生の人権
同和教育を充実させるため、学習教材と
して副読本「あけぼの」を配布。

5月 各小・中学校
児童、生徒、
教職員

21校
3,510冊

24校
3,578冊

ア　人権同和教育の充実を図るために、
学校教職員を対象に研修会を実施。

7月27日
長野県犯罪被害者遺族自
助グループ「つむぐ」
世話人代表　大塚清美氏

佐久市佐久平
交流センター

小・中学校教
職員

135人 173人

ア　人権同和教育の充実を図るため、新
任・転入学校教職員を対象に研修会を実
施。

5月22日
推進員　原英正氏

創錬センター
小・中学校教
職員

86人 151人

ア　ＰＴＡで人権同和教育の研修会を実
施。
イ　各小中学校での保護者参観日等に講
演会や研修会を実施。

年間計画に基づき実
施

各小・中学校
児童、生徒、
保護者、職員

5,747人 6,693人

ア　解放子ども会（教科学習、解放学
習）
　　望月解放子ども会　会員24名
　　（小学生20名・中学生4名）
　　（指導員、小中学校教諭）

週１回
望月人権文化
センター

解放子ども会
会員等

小学生
16回

中学生
9回

延234人

小学生
15回

中学生
17回

延211人

イ　地域との交流会 8月2日
望月人権文化
センター

解放子ども会
会員等

40人 中止

ウ　野外学習 8月9日
臼田宇宙空間
観測所ほか

解放子ども会
会員等

27人 中止

エ　いのちの駅伝
（望月地区内を駅伝し、メッセージを
小・中・高校、市長、小中校長会理事長
へ直接届ける。
後日、市内全小中学校へメッセージを伝
達）

10月14日 望月地区

解放子ども会
会員、望月
小・中、長野
西高等学校望
月サテライト
校、指導委員
等

69人 102人

ア　学校での人権同和教育を支援するた
め、希望する学校へ佐久市人権同和教育
推進員を派遣する。

随時 各小・中学校 各小・中学校 0人 0人

令和５年度　人権同和課　人権同和教育事業報告　　

事業名

(1)
学校人権同和教育
推進事業

(2)
人権同和教育研究
委員会事業

(5)
新任・転入教職員
人権同和教育研修
会事業

(6)
ＰＴＡ人権同和教
育研修会事業

(3)
補助教材配本事業

(7)
人権同和少年教育
促進事業

(4)
教職員人権同和教
育研修会事業

(8)
学校における人権
同和教育への支援
体制

事業名

(1)
就学前人権同和教
育研修会



３　地域における人権同和教育

事業内容 実施期間 実施場所 対象 参加者等
前年度
実績

ア　市内各区へ人権同和学習会の開催を
文書で依頼。
イ　人権同和教育推進員26名により各区
での人権学習、研修、懇談会を実施。
ウ　機会人権同和教育研修会の実施。

随時
主に各地区の
公会場等で開
催

地区市民、施
設職員等

　10回
301人

　 11回
313人

8月31日
9月7日

臼田地区 地区市民 57人 野沢地区41人

9月14日
9月21日

中込地区 地区市民 43人 望月地区21人

9月28日
10月5日

浅科地区 地区市民 38人 浅間地区56人

10月12日
10月19日

東地区 地区市民
29人

合計167人
合計118人

同和問題：東信教育事務
所　中村哲氏
一般人権：推進員　井出
眞一氏、浅川桂氏

ア　公民館報「さくし」に「人権シリ－
ズ」を掲載
イ　視聴覚教材（人権啓発DVD等166本）
の利用呼びかけ
ウ　各種大会への参加、呼びかけ等
エ　人権啓発資料の提供

随時 広報誌ほか 市民 8回 10回

ア　同和地区住民を対象に各支部単位で
実施。

随時 各集会所 支部住民
4支部
36人

3支部
35人

ア　同和地区住民を対象に各支部単位で
実施。
（生け花、舞踊、料理、手芸、生活改善
等学習）

随時 各集会所 支部住民 7集会所 8集会所

ア　市民を対象に人権意識の高揚を図
り、人権尊重と男女共生のまちづくりを
目指して実施。

11月18日
居場所を奪われた犯罪被
害者　市川武範氏

コスモホール 市民 186人 228人

４　企業における人権同和教育

事業内容 実施期間 実施場所 対象 参加者等
前年度
実績

ア　佐久市企業人権同和教育推進連絡協
議会の総会及び研修会を実施。

6月（書面） 研修DVD送付 会員企業125社 125社
6人

（配信研修）

イ　小学5年生から人権啓発標語を募集。
優秀賞受賞作品（3点）の短冊ポスターを
作成。会員企業、小・中学校、公共施設
等に配布。優秀賞受賞作品3点の作者を、
人権・男女共生フェスティバル内で表
彰。

6月（標語募集）
人権・男女共
生フェスティ
バルにて表彰

小学5年生
13校

133人
17校

160人

ウ　佐久市企業人権同和教育推進連絡協
議会主催　企業人権教育研修会を実施。

1月
人権教育啓発
冊子等送付

会員企業125社 125社 26人

エ　佐久市職員人権同和教育研修会を実
施。（総務課主催）

1月17日
長野県犯罪被害者遺族自
助グループ「つむぐ」世
話人　市川武範氏

8階大会議室 職員 150人 80人

(1)
企業人権同和教育
推進事業

(2)
人権同和教育講座

(3)
一般啓発事業

(4)
人権同和教育学級
事業

(5)
集会所研修事業

(6)
人権・男女共生
フェスティバル

事業名

(1)
巡回研修事業

ア　同和問題をはじめあらゆる人権問題
の解決に向け、市民の正しい理解と認識
を育むために実施。（隔年７地区）

事業名



１
小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
0 0 4 4 3 8.5 9 5 7
0 1 2 4 2 4 2 3 3
1 1 3 3 2 1 2 2 1
1 2 1 7 20 5 2 3 2
56 52 51 35 37 28 22 18 15
8 23 7 18 13 16 8 7 6
2 0 0 1 0 4 6 8 5
4 4 7 8 10 11 2 2 3
1 1 1 6 2 4 3 4 2
1 0 1 0 0 0 0 2 3
9 10 22 15 13 11 11 3 4
0 1 0 1 0 0 3 3 3
1 0 1 2 0 4 2 2 7
8 7 16 13 15 12 10 6 5
3 8 5 5 5 9 6 6 12
0 0 0 0 0 11 1 5 5
3 2 4 4 6 14 5 9 10
1 0 0 0 0 3 3 13 9
0 0 0 0 1 7 0 5 5
0 0 1 0 0 1 0 1 0
0 0 0 0 0 1 0 1 0
1 0 1 3 3 8 5 23 24
9 7 12 13 9 9 6 3 3
1 2 2 6 3 2 2 2 2
0 0 0 0 0 2 0 0 5
0 0 0 0 0 0 0 1 0
0 0 0 0 0 0 0 2 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 6 4 0 0 3
0 0 0 0 0 0 1 4 2
0 0 0 0 1 1 0 1 2
0 0 1 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 2 0 0 0 1
0 0 0 0 0 2 0 0 0
0 1 4 0 2 0 0 0 0
3 5 5 3 20 10 2 2 6
2 3 11 10 15 14 8 11 5
7 5 7 11 12 13 12 10 11
0 0 0 0 0 2 0 0 2
0 0 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 3 2 3 4 0 1
0 1 2 2 0 0 1 0 3
3 2 2 2 5 7 3 4 6
1 2 2 1 1 1 1 0 0
0 0 1 1 1 0 2 0 1
6 2 6 5 3 3 1 2 1
0 0 0 0 0 1 0 1 1
0 5 3 0 1 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 2 0
19 39 4 11 15 14 9 5 7
148 93 115 103 122 88 12 21 17
10 17 13 22 15 25 9 6 5
29 48 19 35 68 81.5 41 62 83
239 185 248 208 237 200 81 78 72
41 63 50 79 62 85 53 68 61

実施時間数について
課　　題 実　施　区　分

①女性
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

②
子
ど
も

いじめ
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

児童虐待、子ども
の権利等

各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

③高齢者
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

④障がい者
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

⑤同和問題
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

⑥アイヌの人々
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

⑦外国人
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

⑧

HIV感染者等
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

ハンセン病元
患者等

各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

上記以外の時間
上記以外
ホームレスの人
権、人身取引

各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

⑨刑を終えて出所し
た人

⑩犯罪被害者等
各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

⑪インターネット・携
帯電話等による人権
侵害

各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

特別の教科　道徳
各教科

上記以外の時間

令和５年度人権教育実施状況調査

⑭人権一般 各教科
（生命尊重、自尊感情、コ
ミュニケーション能力等）

特別の教科　道徳
上記以外の時間

合計欄
各教科の合計
特別の教科　道徳の合計
上記以外の時間の合計

⑫北朝鮮当局による
拉致被害者等

各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

⑬
そ
の
他

性的指向、性
自認等

各教科
特別の教科　道徳
上記以外の時間

新型コロナ感染
症に関する差
別・偏見防止

各教科
特別の教科　道徳





目標
＜就学前における人権同和教育＞

　２　家庭と保育所・幼稚園・地域等が一体となり、子どもの「思いやりの心」を育てます。
＜学校における人権同和教育＞

　２　学校内の人権同和教育推進の体制を確立するとともに、諸条件の整備を図ります。
　３　同和地区児童、生徒等の学力の向上や進路指導の徹底と就学・進学に努めます。　　
＜地域における人権同和教育＞

　２　人権同和教育の地域拠点施設として、同和対策（教育）集会所の管理運営に努めます。
＜企業における人権同和教育＞

　２　人権啓発資料の配布や、DVD等の貸出しによる啓発活動の充実を図ります。
　３　関係機関と連携し、より多くの学習機会の確保に努め、人権同和教育の推進を図ります。

１　就学前における人権同和教育
事業内容 実施期間 実施場所 対象

ア　保育所等の保護者・保育士等を対象に研
修会を開催。

6月8日 交流文化館浅科 保護者・保育士等

２　学校における人権同和教育
事業内容 実施期間 実施場所 対象

ア　学校教育計画の中に人権同和教育を明確
に位置づけ、人権同和教育推進のため、学事
職員会を通じ各学校に委託料を支出し研修会
等を開催。

年間計画に基づ
き実施

各小・中学校 小・中学校教職員

ア　各学校との連携を保ち推進体制の強化を
図る。
イ　地域及び児童・生徒の実態に即した人権
同和教育の推進のあり方について研究。

年間 学事職員会 小・中学校教職員

ア　小学1・3・5年生、中学1年生の人権同和
教育を充実させるため、学習教材として副読
本「あけぼの」を配布。

5月 各小・中学校 児童、生徒、教職員

ア　人権同和教育の充実を図るために、学校
教職員を対象に研修会を開催。
イ　人権同和教育の実践発表。

7月30日
市役所南棟３階
会議室

小・中学校、高校教職員

ア　人権同和教育の充実を図るため、新任・
転入学校教職員を対象に研修会を開催。

5月20日
佐久平交流セン
ター

小・中学校、高校教職員
（新任・転入）

ア　ＰＴＡで人権同和教育の研修会を実施。
イ　各小中学校での保護者参観日等に講演会
や研修会を開催。

年間計画に基づ
き実施

各小・中学校
児童、生徒、保護者、職
員

事業内容 実施期間 実施場所 対象

ア　解放子ども会（教科学習、解放学習）
　望月解放子ども会 会員20人程度(予定)
　（小学生・中学生）
　（指導員、小中学校教諭）

週１回
望月人権文化セ
ンター

解放子ども会会員等

イ　地域との交流会 7月31日
望月人権文化セ
ンター

解放子ども会会員等

ウ　野外学習 8月7日
望月少年自然の
家

解放子ども会会員等

エ　いのちの駅伝
（望月地区内を駅伝し、メッセージを小・
中・高校、市長、小中校長会理事長へ直接届
ける。
後日、市内全小中学校へメッセージを伝達）

10月5日 望月地区
解放子ども会会員、望月
小・中・高校、指導委員
等

ア　学校での人権同和教育を支援するため、
希望する学校へ佐久市人権同和教育推進員を
派遣する。

随時 各小・中学校 小・中学校教職員

事業名

(1)
学校人権同和教
育推進事業

(2)
人権同和教育研
究委員会事業

令和６年度　人権同和課　人権同和教育事業計画

事業名

(1)
就学前人権同和
教育研修会

　１　保育所・幼稚園等においては、保護者・保育士等を対象に、人権課題について正しく理解するための各種研修会
を開催し、知識の普及と人権意識の高揚を図ります。

　１　基本的人権を尊重し、現代社会に根強く存在する部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくすことをめざしま
す。

　１　地域における人権同和教育においては、人権意識の高揚を図り、すべての市民が人権尊重に徹した基本理念を踏
まえ、自らの問題として部落差別の撤廃をはじめあらゆる差別をなくすために、関係機関および関係諸団体との連携を
密にして実践的教育活動を推進します。

　１　企業での公正採用と就職差別の撤廃に向けて、関係機関との連携による取り組みを促進します。

事業名

(7)
人権同和少年教
育促進事業

(3)
補助教材配本事
業

(8)
学校における人
権同和教育への
支援体制

(4)
教職員人権同和
教育研修会事業

(5)
新任・転入教職
員人権同和教育
研修会事業

(6)
ＰＴＡ人権同和
教育研修会事業



３　地域における人権同和教育

事業内容 実施期間 実施場所 対象

ア　市内各区へ人権同和学習会の開催を文書
で依頼。
イ　人権同和教育推進員26名により各区での
人権学習、研修、懇談会を開催。
ウ　機会人権同和教育研修会を開催。

随時
各地区の公会場
および施設等で
開催

地区市民、施設職員等

9月5日
9月12日

浅間地区
浅間会館

地区市民

9月19日
9月26日

野沢地区
野沢会館

地区市民

10月3日
10月10日

望月地区
駒の里ふれあい
センター

地区市民

ア　公民館報「さくし」に「人権シリ－ズ」
を掲載
イ　視聴覚教材（人権啓発DVD等166本）の利
用呼びかけ
ウ　各種大会への参加、呼びかけ等
エ　人権啓発資料の提供

随時 広報誌ほか 市民

ア　同和地区住民を対象に各支部単位で開
催。（人権同和教育学習会、懇談会等）

随時 各集会所 支部住民

ア　同和地区住民を対象に各支部単位で開
催。
（生け花、舞踊、料理、手芸、生活改善等学
習）

随時 各集会所 支部住民

ア　市民を対象に人権意識の高揚を図り、人
権尊重と男女共生のまちづくりを目指して開
催。講演会、隣保館事業成果発表、人権啓発
標語表彰式。

11月17日
佐久平交流セン
ター

市民

４　企業における人権同和教育

事業内容 実施期間 実施場所 対象

ア　佐久市企業人権同和教育推進連絡協議会
の総会及び研修会の開催。

6月 総会(書面決議) 会員企業

イ　小学5年生から人権啓発標語を募集。優
秀賞受賞作品（3点）の短冊ポスターを作
成。会員企業、小・中学校、公共施設等に配
布。優秀賞受賞作品3点の作者を、家族映画
会内で表彰。

6月（予定）
（標語募集）

小学5年生

ウ　佐久市企業人権同和教育推進連絡協議会
人権啓発研修会の開催。

2月（予定） 未定 会員企業

エ　佐久市職員人権同和教育研修会を開催。
（総務課主催）

1月（予定） 未定 市職員

(3)
一般啓発事業

(4)
人権同和教育学
級事業

(5)
集会所研修事業

(6)
人権・男女共生
フェスティバル

(1)
巡回研修事業

(2)
人権同和教育講
座

ア　同和問題をはじめあらゆる人権問題の解
決に向け、市民の正しい理解と認識を育むた

めに開催。
（浅間、野沢、望月地区）

(1)
企業人権同和教
育推進事業

事業名

事業名



令
和
6
年
度
　
研
修
等
開
催
日
程
表

日
付

曜
日

時
間

研
修
・
会
議
名

講
師

内
容

会
場

6
月
2
5
日

火
未
定

東
信
地
区
社
会
人
権
教
育
研
修
会

全
体
講
演
　
木
村
真
三
　
氏
（
獨
協
医
科
大
学
准
教
授
　
国

際
疫
学
研
究
室
福
島
分
室
室
長
）

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

7
月
2
9
日

月
未
定

東
信
地
区
社
会
人
権
教
育
研
修
会
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
）

う
え
だ
子
ど
も
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

子
ど
も
の
人
権

現
地
研
修
　
上
田
映
劇

7
月
3
0
日

火
1
5
：
3
0
～
1
6
：
4
5
佐
久
市
教
職
員
人
権
同
和
教
育
研
修
会

小
諸
市
平
原
解
放
子
ど
も
会
指
導
員
　
富
田
多
恵
子
　
氏

は
つ
い
さ
ん
に
出
会
え
て

市
民
創
錬
セ
ン
タ
ー

9
月
5
日

木
1
8
:3
0
～
2
0
：0
0
佐
久
市
人
権
同
和
教
育
講
座
（
浅
間
）
一
般
人
権

人
権
同
和
教
育
推
進
員
　
春
原
　
直
美
　
氏

外
国
人
の
人
権

浅
間
会
館
会
議
室
1
・
2

9
月
1
2
日

木
1
8
:3
0
～
2
0
：0
0
佐
久
市
人
権
同
和
教
育
講
座
（
浅
間
）
同
和
問
題

東
信
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
　
中
村
哲
　
氏

同
和
問
題

浅
間
会
館
会
議
室
1
・
2

9
月
1
9
日

木
未
定

第
4
7
回
長
野
県
同
和
教
育
研
究
大
会

未
定

未
定

長
野
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
塩
尻
市
）

9
月
1
9
日

木
1
8
:3
0
～
2
0
：0
0
佐
久
市
人
権
同
和
教
育
講
座
（
野
沢
）
一
般
人
権

人
権
同
和
教
育
推
進
員
　
春
原
　
直
美
　
氏

外
国
人
の
人
権

野
沢
会
館
会
議
室
1
・
2

9
月
2
6
日

木
1
8
:3
0
～
2
0
：0
0
佐
久
市
人
権
同
和
教
育
講
座
（
野
沢
）
同
和
問
題

東
信
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
　
中
村
哲
　
氏

同
和
問
題

野
沢
会
館
会
議
室
1
・
2

1
0
月
3
日

木
1
8
:3
0
～
2
0
：0
0
佐
久
市
人
権
同
和
教
育
講
座
（
望
月
）
一
般
人
権

人
権
同
和
教
育
推
進
員
　
春
原
　
直
美
　
氏

外
国
人
の
人
権

駒
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
会
議
室
1
・
2

1
0
月
5
日

土
7
:3
0
～

解
放
子
ど
も
会
「
い
の
ち
の
駅
伝
」

望
月
小
・
中
、
望
月
サ
テ
ラ
イ
ト
校
に
て
伝
達
式

望
月
人
権
セ
ン
タ
ー
、
駒
の
里

1
0
月
8
日

火
8
：3
0
～
1
7
：0
0
重
監
房
資
料
館
　
視
察
研
修

施
設
職
員

視
察

草
津
町
　
重
監
房
資
料
館

1
0
月
1
1
日

金
未
定

東
信
地
区
社
会
人
権
教
育
研
修
会
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
）

未
定

部
落
差
別

視
察
研
修
　
五
郎
兵
衛
記
念

1
0
月
1
0
日

木
1
8
:3
0
～
2
0
：0
0
佐
久
市
人
権
同
和
教
育
講
座
（
望
月
）
同
和
問
題

東
信
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
　
中
村
哲
　
氏

同
和
問
題

駒
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
会
議
室
1
・
2

1
1
月
5
日

火
1
0
：
0
0
～
1
2
：
0
0
佐
久
市
人
権
同
和
教
育
推
進
員
会
議
②

小
学
５
年
生
人
権
啓
発
標
語
選
考

南
棟
3
階
会
議
室

1
1
月
1
7
日

日
1
3
：
0
0
～
1
6
：
4
0
人
権
・
男
女
共
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

監
督
川
本
貴
弘
氏
、
古
川
正
博
氏
（
映
画
「
か
ば
」
製
作
委
員

会
共
同
代
表
・
大
阪
市
立
鶴
見
橋
中
学
校
元
教
員
、
（
公
社
）

全
国
人
権
教
育
研
究
協
議
会
前
事
務
局
長
）

映
画
「
か
ば
」
上
映
、
講
演

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

1
2
月
7
日

土
7
:3
0
～

も
ち
づ
き
＆
子
ど
も
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

未
定

未
定

望
月
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

1
2
月
2
0
日
頃

未
定

部
落
解
放
研
究
集
会

未
定

未
定

未
定



11172024年 日

佐久平交流センター（佐久市佐久平駅南 4-1）

13：00～16：50（開場12：30）

第一部　
第二部

映画上映「かば」(135分)

講演　講師・川本貴弘さん
　　　（映画「かば」プロデューサー・監督・脚本）

　　　講師・古川正博さん
　　　（（公社）全国人権教育研究協議会前事務局長、
　　　 大阪市立鶴見橋中学校元教員）

共催：佐久市・佐久市教育委員会、
　　　佐久市男女共生ネットワーク　
協賛：佐久市企業人権同和教育推進連絡協議会

佐久市役所 市民健康部 人権同和課　☎ 0267-62-3135 佐久市 LINE かば公式サイト
イントロダクション・ストーリー

入場無料

手話通訳・
要約筆記あり

令
和
６
年
度  

佐
久
市

人
権
・
男
女
共
生
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

映画会
新佐久市誕生
20周年記念



申込期間　 定 員
申込方法

10月1日（火）8：30～11月8日（金）17：15 300名（先着・事前申込制）

佐久市公式LINE（イベント予約）又は電話により、氏名・住所・電話番号・参加人数を
お申込みください。（電話での受付は平日8：30～17：15）（１回の申込みで最大４名まで）


